
 

 

 

 

 

 

男女の間のさまざまな課題に気づき、 

私らしい人生を送るための書籍をご紹介 

 

著：山口一男  
出版：東洋経済新潮社、2008 年 

  

 

＊1…森田ゆり 『ダイバーシティ・トレーニング・ブック 多様性研修のてびき』 ３頁 
（解放出版社 2009 年） 

＊２…同上 5-6 頁 
＊３…金子みすゞ 『さみしい王女』 145頁（JULA出版局 1984年） 
 

著：森田ゆり  
出版：解放出版社、2009 年 

著：油井文江  
出版：公益社団法人全国労働基準関係団体連合会、2014 年 
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すくらむ 21 10～12月の新入荷書籍  ※すくらむ 21 で読めます＆借りられます。 

ダイバーシティ・トレーニング・ブック 多様性研修のてびき 
著者：森田ゆり 出版社：解放出版社 

いつ大災害が起きても家族で生き延びる 
著者：小川光一 出版社：ワニブックス 

ダイバーシティ経営戦略 4 
編著：経済産業省 出版社：経済産業調査会 

女たちが動く: 東日本大震災と男女共同参画視点の支援 
編著：みやぎの女性支援を記録する会 出版社：生活思想社 

多様性を活かすダイバーシティ経営―実践編 
著者：荒金雅子 出版社：日本規格協会 

大震災と子どもの貧困白書 
編著：「なくそう!子どもの貧困」全国ネットワーク 
出版社：かもがわ出版 

N女の研究 
著者：中村安希 出版社：フィルムアート社 

BIOCITY ビオシティ 67 号 災害とジェンダー 
監修：糸長浩司 出版社：ブックエンド 

おひとりさまの最期 
著者：上野千鶴子 出版社：朝日新聞出版 

嫁ハンをいたわってやりたい ダンナのための妊娠出産読本 
著者：荻田和秀 出版社：講談社 

女性活躍「不可能」社会ニッポン 
著者：渋谷龍一 出版社：旬報社 

男性の非暴力宣言 
著者：多賀太・伊藤公雄・安藤哲也 出版社：岩波書店 

結婚と家族のこれから 
著者：筒井淳也 出版社：光文社 

祖父、ソフリエになる 
編著：NPO エガリテ大手前 出版社：メディカ出版 

マタハラ問題 
著者：小酒部さやか 出版社：筑摩書房 

祖父母に孫をあずける賢い 100 の方法 
編著：棒田明子 出版社：岩崎書店 

せかいいちのねこ 
著者：ヒグチユウコ 出版社：白泉社 

男が働かない、いいじゃないか! 
著者：田中俊之 出版社：講談社 

ちいさなあなたへ 
著者：アリスン・マギー 出版社：主婦の友社 

 

 

 

取り上げられている単語の説明は著者独自の感性に

より解釈されたものです。著者は 20 代の女性で、彼女

の手によるイラストもステキです。彼女の“感性”に脱

帽です。 

 

著：エラ・フランシス 
・サンダース 

出版：創元社 2016 年 

この世界にはいったいどのくらいの言語があるのでし

ょう。もちろん今使われている言語もあれば、すでに使わ

れなくなってしまった言語もあります。一つの言語を取り

上げてみても、今も使われている言葉もあれば、今は使わ

れなくなってしまった言葉もあります。世界がダイバーシ

ティであれば、もちろん言語や言葉もダイバーシティその

ものです。 

「あれ！この本って何？翻訳できない言葉なんてある

の？」これが最初の感想でした。例えば『りんご（日本語）

＝apple(英語)』ですが、『ボケっと（日本語）』を英語に

訳すとどうなるのでしょうか。どうやら一つの英単語では

言い表せないようです。そのような言葉を＜翻訳できない

＞と言い表しています。世界に冠たる英語でも（第一言語

を母語ではなく英語にする国も出てきていますが）、すべ

てを網羅するというわけにはいかないようです。それぞれ

の国の文化や歴史の中で生まれてきた言葉は、本当に多様

性（ダイバーシティ）に富んでいることをあらためて認識

できる楽しい本・学べる本でした。 

 

私がこの本で出会った言葉の中でお気に入りを紹介

しましょう。 

 


